
�©�ß�æ�ž�Ã�²� �ï

������ �ó���¶�q�½

�ó���¶�q	��5 �è���q�³�æ�”�¶

�™�©�ß�æ�ž�Ã�²� �ï�›�ß�Q�”�Ô�™
�U�‰�5�^�•�‡�`�h

2014�å 10 �D 22 �Ô�¢ 
+ �£ �t �ó �� �¶ �q 	� �5 �è �� �q �³ �æ�” �¶ �™�©�ß �æ�ž �Ã

�²� �ï�›�ß�Q�”�Ô�™�U�‰�5�^�•�‡�`�h�{�ó���¶�J�t�‘�”	,	ì�§�	�w�°���q

�`�o�z�¶�J	t��
\�w�ˆ�s�’�c�z
¶�¶�J�‰�L�w�è���q�›�p�Ô�È���‰�5�`�‡�`

�h�{

�H�°
æ�p�x�z�S�©�s�ˆ�t�ä�í�q�þ�•	Í	ì�¢�È�¿�•�•��
b�í�Ó�£�q�`�o�>

�;�º���›�«�˜�`�h�ó���¶�J 4 �å
\�z ���{�î
’�^�œ�t�‘�”�º���C���q�¢���J �•

�®�² �U�í �Ó�p �‡ �Z �” �‘ �O�t �s �” �‡ �p � �̄£ �› �‰�5�z40 �Ê�„ �r �w�™
� �h �j �› 
²

�t	,	ì�Æ�ˆ�w
•�C�s�’�|�t
u�*�\�‹�]�‹�›�é�`�o�‹�’�M�‡�`�h�{	,	ì�Æ�ˆ

�‰�•�p	s�z�¤�l�`�h�'�À�w
¬�ß�t�Ù�•���Z�h
��T�l�h�Ì�8�w�\�q�•�z�f�w

�Ì�w�>�Ë�j�›�é�.�$�t�é�`�o�X�•�‡�`�h�{�f�`�o�z�‰�a�Ì�8�t	,	ì�Æ�ˆ�›


��Š�o�M�h�‰�ƒ
\�h�j�q�w�­�‡�`�K�M�w�S�T�[�p�z
��M	,	ì�Æ�ˆ�›
~�“
H

�Z�”�\�q�U�p�V�h�q�w�\�q�p�`�h�{�‡�h�z�ó���¶�J�p�‰ �è�`�o�M�”�©�ß�æ

�ž �Ã �² �  �ï �› �� �è �2 �t �‹ �' �� �$ �t �€

�C�` �o �M�h �q �w�\ �q �p�z �è �� �w�7 �™

�t�z �f �• �’ �w�è �2 �• �w�€ �C�› �™
� �t

�§�X�ç�Š�o�M�‡�`�h�{

�H �Ë 
æ�p �x�z4 �Í �Ì�¢14�•10 �™�£

�t �ó �� �¶ �J OG �p �Ñ�æ�” �©�ß �µ �» �”�z


`�q�é�`�M�¯�ï�±�ç�»�ï�Ä�q�`�o�Æ���¤�w
z����� 
Œ
\�›�S	Ÿ�V�`�o�z	,

	ì�è���q�¢���J�• �®�H	•�U�K�X�h�Š�t�™
Œ
��q�`�o�z�ž�Æ�¢�ï�±�”�q�`�o�z


` �q �é �` �M�¯ �ï �± �ç �» �ï �Ä�q �` �o �™��̄£ �› �‰�è �` �‡ �` �h�{ �ó �� �¶ �J �› �¤ 	ú

�t 70 �Ê�„ �r �w�¶ 
\ �h �j �U�z 
z �� 
Œ
\ �w�è �� �t �Ö�› �T �h �‰�Z�z �î �M�t 
’ �`

�©�ß�æ�ž�Ã�²� �ï

������� H � �� � � ø

�M�é�`�M�›
��t
Ç�Z�”�h�Š�w�Û�Ç�~�Ä�è�”�Ç�ï�¬�‹	!�è�`�‡�`�h�{
z��
Œ


\�t�x�z�ó���¶�J�t�O�¶�Ì�E�z
‹�F�T�’�f�˜�t�K�”�ž�Æ�¢�ï�±�”�w�F
R�·

�Û�Æ�” �• �– 	? �è �M�� �Z �o �M�h �q �V�w�¥

�M	Z �é �•�z �f �` �o 
V�• �o �Â�è �Ï �f �˜ �w

�µ �Ù�” �À�©�ß �µ �» �” �t 
H�! �^ �• �h �Ì �w

	ú �w	j 
‹ �s �r�z �p �Ì �w�¶ �Ê�µ �Ù�” �À
¬

	� �q �w�ø 
� �s �r �‹ 	º �p �` �o �M�h �i �V�s

�U�’�z �µ �¯ 
� �X�° �Ì �� �Ž 	Í �t �˜ �h �l �o

�è���M�h�i�V�‡�`�h�{

�\�w�‘�O�t�ó���¶�J�p�x�z	,	ì�Æ�ˆ�t�²�Z�o�z�¶�J�w
Œ
��z���À
\�T�’

�w�è���q�•�î
«�$�s�¦�‹�w�;�q�U�~�œ�i�œ�t
ƒ�Z�’�•�o�M�‡�b�{�\�•�’�w

�5 �` 
ú�z �' �h �U�z �– �å 90�Ë�› �ý �Q�” �ó �� �¶ �J �w	, 	ì �º �� �p �w�¡ �Ë�t �é �Y

�`�o�M�‡�b�{

�¢��
y�•�æ�±�£

�¢ �$ 	B	Í �w
Æ	� �M�t �‘ �“�z �b �å �\ �w�] �C�� �› �� �L �` �o �S�“ �‡ �d �œ�p �` �h�{ �æ�± 
Œ
\

�t�x�G�!�]�Î�í�›�S�T�Z�M�h�`�‡�`�h�{ �£

2015�å�S�ó���¶�J 1 �å
\�0	Å�©�ß�æ�ž
�Ã�²� �ï�~
`�q�é�`�M�µ�©�ç�ž�¿�Ó�è�2

7 �D 9 �Ô�¢ �æ�£5 �Í �Ì �t 
` �q �é �` �M�¯ �ï �± �ç �» �ï �Ä�~ �Ñ�æ�” �©�ß �µ �» �”

�w
z �� �� �  
Œ
\�¢ �Š�¶ �ó �� �¶ �J �� �À�£ �› �S	Ÿ�V�` �o�z�®2015�å �S
` �q �é �`

�M�µ�©�ç�ž�¿�Ó�è�2�y�;�Q�”�~�;�˜�”
`�q�é�`�M�,�Š�è�2�¯�›�‰�è�`�z�ÿ

50 �Ê�w�¶
\�U�€�C�`�‡�`�h�{

�x �a �Š�t �k �p �b �” �M�w	ú �U�Z �T �’�z �ž �  �¯ �ï �» �« �Ä�z 
` �w�ž �« �· �ï �Ä�z


` �t �� �b �” �™�Ý�w
† �Ì�z �Í �t 
Y�` �M�t �? �c �M�z 
¯ 	Ø�› �[ �T �t �b �” �M�O�›�z



キャリアデザイン

120 英文学会誌

赤間先生の体験談からユーモアを交えながら話されました。滑舌を良くす

る発声とお辞儀では、起立して実践的な練習を行いました。

赤間先生は、「メモを真剣に取る学生さんが多く、後期の講座もぜひ継

続して参加していただきたい」と

おっしゃっていました。

＊

12月 11日（金）と 18日（金）の

2回に渡り、声と話し方コンサルタ

ントの赤間 裕子氏を講師に迎え、英

文学科主催 1年生対象「伝える・伝

わる声と話し方基礎講座」を開きました。

第 1回目の講座では、学生の自己紹介から言葉や表情の癖を見つけ出し、

正しい言葉遣いや第一印象を良くするためのアイコンタクトや発音を教え

ていただきました。

続いて、グループで話し合いながら基本の敬語をチェックし、普段使う

若者言葉を探し出しました。赤間先生は、「仕事をする時や就職活動時に

どんなに言葉を気を付けていても、普段使用する誤った言葉をつい口にし

てしまうことがあります。自分が使う間違った言葉を見つけ出し、意識し

て改善しましょう」とおっしゃっていました。
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第 2回目の講座では、各グループの代表者が自己紹介と好きな食べ物を

テーマに 1分間発表を行いました。その際、言葉の間違いに気を付け、発

表者が伝わりやすい話し方や表情をしているかチェックしました。具体的

な方法として、センテンスを短くすること、固有名詞を用いて分かりやす

く説明することや話し方の順番（PREP法）を学びました。

受講生は、最初は言葉でうまく説明することに対し難しく感じていまし

たが、赤間先生のフォローを受け，他の人の発表を見て参考にすることで、

発表や説明を上手に行うヒントを見つけることができたようです。
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私の TOEIC学習法
3年　伊藤　彩華

TOEICスコア：735

私は TOEICのために普段から特別な学習はしないが、毎日の授業中の

勉強を大切にしている。授業の予習や復習を入念に行い、分からない単語

があるときは、すぐには調べないでまずは推測をする。以前は気になって

すぐに調べてしまう癖があったが、今では推測をして、自分なりに意味を

掴むことが大切なのだと気づいた。例えば TOEICの大問 6、長文の問題

で私はよく分からない単語が出てくるのだが、この推測力を磨いておくと

結構役に立つ。リスニングなどでも、わからない単語のせいで会話を掴め

なくなることが少なくなったと思う。推測をしてもどうしても分からな

かった時には、まずは英英辞典で調べ、それでも分からなかったときに仕

方なく英和辞典を使うようにしている。英語を日本語で覚える行為は意味

がないと気が付いたからだ。また、テスト直前だけ一通り問題を解いてみ

る。時間設定をして問題を解き進めていくのが、一番実践に近く力になる

とは思うが、何分私は集中力が続かないので、とりあえず一通り解いてみ

ることに意義を置いている。これだけでも十分実践を想定して解く練習に

はなると思う。単純に英語力を伸ばそうと普段から行っていることは、キ

クタンをすることである。キクタンとは、覚えたい単語を含む文章を聞く

ことで耳から単語を覚えるというものである。私は単語を見て覚えるのが

苦手だし、一単語一単語書いて覚えるのはつらいが、きれいな発音の英語

を聞くことが好きなので、この勉強方法は非常に役立っている。個人的に

は、目より耳からの方が正しい発音と共に英語を覚えられ、尚且つ、ずっ

と記憶に残るので良いと思う。私はテストのために勉強することが苦手な

ので、自分の好きな英語を無理せず自分に合った方法で学んでいることが

TOEIC
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スコアアップに繋がっているのではないかと思う。この様に、TOEICの

スコアを上げたいと思っている人にもあまり気を詰めず自分に合った方法

でゆっくりと学習していってほしい。英語学習は本来楽しいものであると

思うので、英語の本や映画を見たり、外国の方と会話した中で、自分が気

になったり上手く使えなかった言い回しや文法、単語をそのたび勉強し、

それを積み重ねていくことが本当の意味で英語力アップに繋がり、スコア

アップにも繋がる一番の方法だと私は思う。

私の TOEIC学習法
1年　渡邊　夏希

TOEICスコア：690

私は今回で 5回目の受験でしたが、前回受けたときより 100点スコアが

あがりました。日頃からリスニングに力を入れていたので、リスニングの

スコアはとてもよかったです。

まずリスニングの学習方法です。リスニングをする際、最初は何を言っ

ているか聞き取ることができなくても，聞き取れたいくつかの単語や音の

つながり、リズムで、ある程度言葉を推測します。そのあとにもう一度聞

いて、その推測した答えがあっているか確認をします。この繰り返しをし

ていくことで、聞き取れた単語から文脈を理解することができるようにな

ります。これは、リスニングの授業のときに意識していることです。試験

のときは、一回しか流れないので集中して文脈を理解して、回答していま

す。リスニングの授業では、TOEICのリスニングに活かせるよう、ただ

聞き取るだけではなく、文を理解するために単語もできるだけ多く覚えま

す。

次にリーディングの学習方法です。日頃、自分から話したりあまり会話

で使ったりしない熟語なども、現地の人々の会話ではよく話されることが
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あります。映画や外国人同士の会話を聞いていると何度も同じような言い

回し、熟語などが使われているので、気になったものは調べます。TOEIC

では広告や新聞記事、メールなど日常で目にするようなものが問題になっ

ています。ですから，映画ではリスニング力をつけることもできると同時

に、TOEICの問題にでてくる熟語などを覚えることができます。また、

単語も TOEICでは重要なので対策本を買い、バスの中など、時間がある

ときに読んでいます。お風呂などでは声に出してみたり、日本語から英語、

英語から日本語で発音し、頭に入れるようにしています。

試験がちかくなったら問題集で模擬試験をして、自分に足りないところ

は復習をして本番に挑みます。

次の目標は 700点をこえることです。卒業までには満点を取れるよう、

リスニングのスコアを伸ばし続けるとともに、苦手な長文読解もすらすら

と解けるよう、より多くの単語、熟語を覚えたいと思います。

いつも英語と
1年　菅井　理沙

TOEICスコア：675

私は今回はじめて TOEICを受験しました。私は TOEICに向けて単語帳

は買わず、問題集を買って、直前に解いたくらいしか勉強はしませんでし

た。また、学校の Listeningの授業で使っているWord engineのノルマを毎

週こなし、Business Englishの授業に出席することなどの普通の生活をし

ていました。

また、毎日ネイティブの英語を聞くことをしていました。私は洋楽、洋

画、海外が大好きなので、毎日通学時間は洋楽をひたすら聞いています。

歌詞を見ないで歌詞を聞き取ってみたりも、時々します。好きなアーティ

ストのインタビューを YouTubeなどでみたり、海外のラジオに好きなアー
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ティストが出演していたら、それを聞いて内容を吸収したりもします。好

きなアーティストが話す内容は、絶対聴き取りたくなるので、だいぶ集中

してきけます。

海外ドラマや映画を字幕でみて、英文を聞き取っていると、たまに「こ

の文 Business Englishで習ったな」と気がつき，授業の復習にもなること

があります。それ以外にも、海外の YouTuberの Vlog（ビデオブログ）を

みて、普段の会話なども聞いたりします。この場合、字幕がない状態でみ

ることになるので、聞くことに集中することができます。また、単語の意

味がわからなくても動作をみて読みとることもできるので、ある程度頭に

入ってきやすいです。これらのおかげで、リスニング力はある程度ついた

のだと思います。

個人的に英語は書いて覚えるより、使いながら覚えるほうがいいのでは

ないのかなと思っています。私は友達に教えてもらったネイティブの人と

話せるアプリを使って、実際にネイティブの方と話したりして、もし自分

の使った英文が間違っていたら訂正してもらえるので、そのたびに新しい

ことを学べました。

楽しくないと何事も続かないので、私は、毎日楽しみながら積極的に英

語に触れています。机に向かって英語を勉強をすることももちろんします

が、どちらかというと、上記で述べたように、楽しみながら英語の勉強を

することの方が多いです。

自分のいまの TOEICのスコアは、まだまだだと今回受験して感じたの

で、もっと英語の学習を積極的にしていきたいです。また、英語圏の大学

に留学して自分の英語力をさらに向上させたいです。
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私の TOEIC勉強法
4年　佐藤　あい華

TOEICスコア：645

私の TOEICの勉強方法は、よく聞きよく話すことです。私は自身の性

格上、机に向かい黙々と単語や文法の勉強をするよりも、相手がいる中で、

会話のコミュニケーションを通して勉強をすることが多かったように感じ

ます。例えば、スピーキングやディスカッションのような授業では、自分

から積極的に話をすることはもちろん、相手の方が言いたいことが言えず

話に詰まってしまった時は、どんなことを言いたいのかを汲み取り、助け

舟をだすことを常に心がけていました。それらをすることで、相手の方が

言いたいことをより汲み取ることができるようになりましたし、自分自身

がその言葉について改めて考えることで、別の言い回しが自然と身につい

ていきました。また会話を通して、他の方が話していていいなと思ったフ

レーズは、書き留めて次の会話で自身が使用してみるなど、一見すると些

細なことだと思われるようなことを積み重ねました。そして何より私に

とって勉強になったことが、廊下ですれ違った際や授業前の空き時間に、

先生方と会話をすることです。授業に積極的に参加することで、私の趣味

や特技を覚えてくださり、それらについてのお話をすることができました

し、特に 4年生になってからは、将来のことや進路のことなど沢山の相談

に乗っていただいたりもしました。そのような会話の積み重ねが、自然と

TOEICの点数アップに繋がったように感じます。

私の TOEICの勉強方法を読んでくださった方の中には、「なんだ、これ

だけか」と思った方も沢山いらっしゃることかと思います。しかし、「こ

れだけ」の積み重ねは、確実にその方の力になりますし、新たな目標が生

まれるきっかけになるかと思います。また、今就職活動をされている方々、
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就職活動を控えている方々においては、実際に私自身がそうだったように、

TOEICの勉強を頑張ることで夢に一歩近づくことができます。私が

TOEICの勉強を通して感じたことは、当たり前のことかもしれませんが、

英語は一朝一夕で身につくものではないということです。ですから、「まだ、

いいや」ではなく、「今、やろう」という気持ちで取り組んでほしいと思

います。

TOEIC学習法
1年　佐藤　唯

TOEICスコア：645

これは失敗談なのですが、私は授業以外では TOEICの勉強をしていま

せんでした。テキストを使うと飽きるうえ続かないと思ったので、普段か

ら英語を使うということだけは、ずっと続けていました。ESLは結構利用

したのですが、時間が短くそれだけでは十分ではないと思い、毎日英語が

母国語の友達や留学生や ALTの方と遊ぶか、Skypeをして意識的に英語

に触れていました。それができない日は、海外ドラマを見たり YouTube

に投稿してある海外の大学の授業などを見たりして、英語を忘れないよう

にしました。しかしそれが原因で、listeningは良くても readingの長文の

点数が本当にとてつもなく低かったので反省しています。たとえ日本語で

あっても、文章を読んだりグラフを解読したりすることに苦戦するのに、

ましてや英語となると頭がついていきません。ですから、ただ英語を喋る

だけでなく、ちゃんとテキストを活用して文章やグラフにも慣れる必要が

あると実感しました。全体の点数は、1年前より260点くらい上がったので、

結構良かったとは思うのですが、readingだけで見ると、1年前より下がっ

てしまいました。受験生だったその頃は、確かに会話よりも問題を解くこ

とに集中して取り組んでいたので、ちゃんと文章が読めていたのだなと思
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います。

そんな私なので、本当に参考になるようなことを言える立場ではないの

ですが、一年間で listeningが 260点くらい上がったという点から言えるア

ドバイスは、英語を勉強だと思わないで楽しむ事だと思います。そのほう

がむしろモチベーションを高く保てると思います。私が英語を勉強してい

るのは、中学生の頃に行ったアメリカでできた友達と十分な会話ができな

かった悔しさを解消するためで、単純にみんなとお喋りしたかったからで

す。ですが、そのただお喋りしたいという想いが叶うようになったのがと

ても嬉しくて、もっともっと話したいと思っています。モチベーションを

保っているのは、ただのそんなことです。英語を勉強する目的を決めるこ

とによってスコアアップできると思います。
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TOEIC600点以上を取得し単位を申請した人は他に次の方がいます。

結城沙織（1年）、宮本麗（2年）、伊澤和加子（2年）、鈴木和音（3年）、

長谷川理沙（3年）
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『英文学会誌』
第 44 号をお届けし

ます。ご寄稿いただきま
した皆さまには御礼申し上げ

ます。2014 年より英文学科の教
員として教鞭をとられた Joanne May 

Sato先生が、2016年 3月をもってご退職
されることとなりました。本号にはお世話に

なった教職員と学生を代表して4名の方々から、
心のこもったメッセージをお寄せいただきました。
後任として、4 月に英語教育学をご専門とされる
Cory Jacob Koby 先生が赴任されます。また、英文学
科の教員として長年ご尽力いただいた木口寛久先生が
一般教育科に異動され、代わって現一般教育科の増冨和
浩先生に英文学科の教員として加わっていただくことに
なりました。2016 年 4 月からは、1～2 年次の英語基礎科
目と 3～4 年次の専門科目の連続性をさらに高めていくこ
とを目指した新カリキュラムが適応されることになりま
す。この春は、 教職員の構成や授業の運営など多くの側
面において、英文学科に新しい風が吹く節目となりそ
うです。英文学科の学生、教職員の動向や歴史を刻
むというひとつの重要な役割を、本誌が果たして
いけたらと考えています。
副手の阿部ひとみさんと小室利沙さんには、
編集の段階で大変お世話になりました。
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